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社会福祉法人川西市社会福祉協議会 

川 西 市 善 意 銀 行  

理 事 長   小 田 秀 平 

 

善意銀行払出申請について（ご案内） 

 

時下、貴職ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

 平素は、社会福祉協議会事業の推進につきまして、格別のご協力を賜り厚くお礼申しあげます。 

 さて、川西市善意銀行では、要保護、準要保護以外の世帯で援助が必要と認められる世帯を対象に修

学旅行にかかる経費の一部払出し事業を実施しております。 

また、児童、生徒修学支援として、低所得者世帯の修学（学習・進学など）にかかる経費等のほか、

福祉教育活動補助として、ボランティア活動や地域活動にかかる経費についての支援も実施しており

ます。 

つきましては、別紙留意事項をご参照いただき、下記の関係書類をもって申請いただきますようご

案内いたします。 

申請書類は、社協ホームページからもダウンロードできます（PDF）。 

（社協ＨＰの「寄付・募金ページ」 → 「善意銀行・ボランティア基金」） 

（Excelデータご希望の場合は、soudan@k-shakyo.or.jp までご連絡ください。） 

また、同封しておりますチラシにつきましては、各クラスご担任の先生へお配りくださいますよう 

お願いいたします。 

 なお、提出いただく情報は、本事業のためだけに使用するものであることを申し添えます。 

 

記 

 

【 提出書類 】 

    １．修学旅行費補助 

     （１）修学旅行費補助払出申請書 

（２）修学旅行費補助が必要と認められる世帯の児童・生徒名簿 

（３）修学旅行諸経費明細書（各学校の様式又は旅行会社の見積書のコピー） 

（４） 修学旅行費補助振込先（児童・生徒の口座には振込できませんのでご注意ください。） 

（５）振込先の通帳の写し（通帳表紙および１ページ目見開きのコピー） 

（６）領収書 

 

    ２．修学支援 

     （１）修学支援払出申請書 

     （２）修学支援費振込先（児童・生徒の口座には振込できませんのでご注意ください。） 

     （３）振込先の通帳の写し（通帳表紙および１ページ目見開きのコピー） 

     （４）修学支援払出報告書 

（活用終了後速やかに提出してください。領収書等要添付。） 

     （５）領収書 

 

mailto:soudan@k-shakyo.or.jp


    ３．福祉教育活動補助 

     （１）福祉教育活動補助払出申請書 

     （２）福祉教育活動補助費振込先 

（３）振込先の通帳の写し（通帳表紙および１ページ目見開きのコピー） 

     （４）福祉教育活動補助払出報告書 

（活動終了後速やかに提出してください。領収書等要添付。） 

 

※福祉教育活動補助とは、２９年度まで修学支援に含まれておりました、ボランティア 

活動や地域活動にかかる経費です。 

 

 

【 基準額 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■お問い合わせ・提出先 

    社会福祉法人 川西市社会福祉協議会  担当： 寺坂 大西 

 〒666-0017 川西市火打１-１２-１６ キセラ川西プラザ福祉棟１階  

 TEL：０７２－７５９－５２００  FAX：０７２－７５９－５２０３ 

 E-mail：so-mu@k-shakyo.or.jp 

種類 対象 基準額 

１ 修学旅行補助 
小学生 １５,０００円 

中学生 ３５,０００円 

２ 修学支援（個人上限） 
小学生 ２０,０００円 

中学生 ３５,０００円 

３ 福祉教育活動補助 養・小・中学校 ２０,０００円 



令和 8年度 川西市善意銀行  

「修学旅行費補助」「修学支援」払出申請に伴う補助対象及び留意事項について 

 

申請をされる場合、下記の留意事項に沿って申請願います。 

１. 修学旅行費補助の主な対象 

 (個人の上限額・・・小学生 １５，０００円／中学生 ３５，０００円） 

  要保護・準要保護以外の世帯で、低所得により修学旅行費用の捻出が困難なため、善意銀行か

らの払出しが必要と認められる世帯。 

  修学旅行の旅費が上限額を下回る場合は実費での払出になります。 

 

≪申請の流れ≫ 

① 修学旅行実施日の２週間前までに「修学旅行費補助払出申請書」「修学旅行費補助が必要と

認められる世帯の児童・生徒名簿」「旅行行程見積書のコピー（旅行の日程と金額がわかる

もの）」「修学旅行費補助振込先」「通帳のコピー」をご提出ください。 

通帳のコピーは表紙およびカナ名義がわかるページをコピーしてください。 

振込先は各学校の口座とさせていただきます。学校から各世帯への払出をお願いいたします。 

② 申請が通りましたら、「払出決定通知書」をお送りします。金額と振込日が記載されており

ますのでご確認ください。 

③ 学校から対象世帯へ補助金をお渡しの際、「領収証」に児童・生徒の氏名、保護者の氏名、

押印をいただいてください。 

④ 急な体調不良等でキャンセルとなった場合、キャンセル料も補助対象となります。 

⑤ 発生した場合は、速やかに事務局（電話：０７２－７５９－５２００）までご連絡ください。 

 

 

２. 修学支援の主な対象 

（個人の上限額・・・小学生 ２０，０００円／中学生 ３５，０００円） 

  要保護・準要保護を含む世帯で、低所得により修学費用の捻出が困難なため、善意銀行からの

払出しが必要と認められる世帯。 

（申請は年度内いつでも可能です。また、同一年度内に、上限額まで繰り返し申請が可能です。） 

(1)  学習用品等の購入経費（教科書、辞書、体操服等） 

(2)  高校進学に伴う経費（制服、教科書等） 

(3)  地域クラブ活動における経費（ユニフォームの購入や合宿費等） 

※地域クラブ活動にかかる経費については、学校より川西市教育委員会事務局へ照会後、 

申請いただくことになります。 

(4)  その他低所得世帯への支援が必要なことがあれば、事前にご相談ください。 

 

≪申請の流れ≫ 

① 「修学支援払出申請書」「修学支援費振込先」「通帳のコピー」をご提出ください。 

振込先は各学校の口座とさせていただきます。学校から各世帯へお渡し願います。 

なお、通帳のコピーは、表紙およびカナ名義がわかるページをコピーしてください。 

修学支援払出申請書の支援内容は具体的にご記入をお願いします。 

例：収入が安定せず、通学に必要な鞄や靴を購入するための費用の捻出が難しいため。 

② 申請が通りましたら、「払出決定通知書」をお送りします。金額と振込日が記載されており

ますのでご確認ください。 

③ 学校から対象世帯へ支援金をお渡しの際、「領収証」に児童・生徒の氏名、保護者の氏名、



押印をいただいてください。 

④ 修学支援金で購入した物品がわかる領収証もしくは領収証のコピーを別紙に貼付して「修学

支援払出報告書」と「③の領収証」を活用終了後 速やかに提出してください。 

「修学支援払出報告書」の支出内訳には購入品の名称を記載してください。 

例：通学鞄、通学靴 

 

≪不用額が発生した場合≫  

⚫ 修学支援に係る費用に不用額が発生した場合は、申請年度内に不用額を、社協窓口または 

銀行振込み（手数料のご負担をお願いいたします）で返金してください。 

 

ご不明な点については、下記までお問い合わせください。 

 

                      社会福祉法人川西市社会福祉協議会 

                      権利擁護支援課 

                      担当：寺坂・大西・川瀬 

                      TEL：０７２－７５９－５２００ 

                      FAX：０７２－７５９－５２０３ 



令和８年度 川西市善意銀行 

「福祉教育活動補助」払出申請に伴う補助対象及び留意事項について 

申請をされる場合、下記の留意事項に沿って申請願います。 

 

 福祉教育活動補助 (上限額・・・１学校 ２０，０００円） 

(1) ボランティア活動、地域住民とのふれあい・交流活動  

(2) 地域の高齢者･障がい者等への訪問活動、声かけ活動 

(3) 啓発活動（地域への安全安心に関する呼びかけやポスターづくり等） 

(4) その他、地域福祉の推進に資する活動 

 

≪対象外の活動等≫ 

(1) 国または地方公共団体から補助金等の交付を受けている活動や公的な援助がある場合の個別

支援 

(2) 営利を目的とした活動 

(3) 地域活動等において現金または物品の配布のみを行う活動 

 

≪申請の流れ≫ 

① 「福祉教育活動補助払出申請書」「福祉教育活動補助振込先」「通帳のコピー」をご提出くださ

い。通帳のコピーは表紙およびカナ名義がわかるページをコピーしてください。 

「福祉教育活動補助払出申請書」は前年度の繰越金がある場合は書類が変わります。ご確認の

上、該当の書類をご提出ください。 

② 申請が通りましたら、「払出決定通知書」をお送りします。金額と振込日が記載されておりま

すのでご確認ください。 

③ 活動終了後 速やかに、福祉教育活動補助金で購入した物品がわかる領収証もしくは領収証の

コピーを別紙に添付して「福祉教育活動補助払出報告書」を提出してください。 

 

（申請例） 

・地域住民と共に地域・校内の清掃活動を行うために、清掃用具の購入費として申請。 

・地域住民、保護者と共に地域、校内の花苗の植替え、草引き作業。それに伴う費用の申請。 

・登下校の通学路の安全確保のため、協力員の方に持っていただく旗の製作や呼びかけの安全 

 ポスターの製作費用の申請。 

・独居高齢者宅へインタビューという形で訪問。その後のお礼の手紙や絵画等などにかかる費 

 用の申請。 

≪不用額が発生した場合≫  

⚫ 福祉教育活動補助は原則、年度内に補助金の金額を支出するようにしてください。 

万一、不用額が発生してしまった場合報告書にその旨を記入し、翌年度に繰り越してご活用くだ

さい。但し、活動を継続されない場合は、申請年度内に不用額を返金してください。 

 

ご不明な点については、下記までお問い合わせください。 

 

                      社会福祉法人川西市社会福祉協議会 

                      企画・権利擁護支援課   担当：寺坂、大西 

                      TEL：０７２－７５９－５２００ 

                      FAX：０７２－７５９－５２０３ 


